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ち
の
話
題

スクッピト

あんなこと
こんなこと

新新新発見ま

14小城市報

　

６
月
２
日
（
火
）、
市
と
ワ
タ

キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
㈱
九
州
支
社

（
小
城
町
、
村
田
弘
志
支
社
長
）
は

市
内
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、
布
団
類
を
供
給
す
る
協

定
書
を
取
り
か
わ
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
昨
年
度
の
サ
ン
ト
リ
ー

フ
ー
ズ
に
引
き
続
き
、
２
番
目
の

締
結
企
業
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
社
は
事
業
所
内
の
危

険
物
の
安
全
管
理
に
長
年
努
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、（
財
）
全
国
危

険
物
安
全
協
会
優
良
危
険
物
関
係

事
業
所
と
し
て
消
防
庁
長
官
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
６
月
８
日
（
月
）
に

平
成　

年
度
危
険
物
安
全
大
会

２１

（
東
京
都
）
の
会
場
で
行
わ
れ
、
６

月　

日
（
木
）
に
来
庁
さ
れ
、
市

２５
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

 

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ

モ
ア
㈱
九
州
支
社

の
社
会
貢
献

　

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
、
三
日

月
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
が
、
５
月　

日
（
火
）
～
６
月

１９

　

日
（
火
）
ま
で
の
期
間
で
三
日

３０月
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
３
部
制
の　

チ
ー
ム
、
２
７

２２

３
人
の
参
加
が
あ
り
、
女
性
を
中

心
に
和
気
あ
い
あ
い
の
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
部
は
久
米
Ｂ
、
２
部
は
三
ヶ

島
、
３
部
は
深
町
が
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。
来
年
度
は
区
切
り
の　

回
３０

大
会
と
な
り
ま
す
。　

　

参
加
さ
れ
て
い
な
い
地
区
は
、

仲
間
を
さ
そ
っ
て
、
一
緒
に
い
い

汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

 

第　

回
三
日
月
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

２９
リ
ー
グ
戦
女
性
の
熱
い
戦
い

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課

　

三
日
月
公
民
館
係

　

☎　
−

１
６
１
６

７２

　

７
月
１
日
（
水
）、
第　

回 
５９

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟小
城

市
推
進
委
員
会
へ
の
法
務
大
臣
並

び
に
県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

が
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月
に
お
い
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
７
月　

日
（
月
）

１３

に
小
城
・
多
久
地
区
保
護
司
会
小

城
支
部
と
小
城
市
更
生
保
護
女
性

会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、

市
内
を
広
報
車
で
巡
回
し
て
市
民

へ
更
生
保
護
活
動
へ
の
理
解
と
協

力
を
呼
び
か
け
る
広
報
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
を
機
に
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
地
域
社
会
が
築
か
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
広

報
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た

１部優勝久米Ｂチーム

２部優勝三ヶ島チーム３部優勝深町チーム



15小城市報

　

７
月　

日
（
水
）、
天
候
に
恵

２２

ま
れ
、
小
城
市
で
も
太
陽
の
９

割
が
欠
け
る
部
分
日
食
を
観
測

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

牛
津
公
民
館
の
２
階
テ
ラ
ス

に
は
観
測
す
る
た
め
の
天
体
望

遠
鏡
が
設
置
さ
れ
、
集
ま
っ
た

子
ど
も
や
保
護
者
な
ど
約　

人
４０

が
天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
安
全
に
日
食
を
観

測
し
て
も
ら
お
う
と
事
前
の
説

明
会
に
続
け
て
市
生
涯
学
習
課

が
企
画
。
太
陽
が
最
も
欠
け
る

　

時　

分
頃
に
は
、
参
加
者
か

１０

５５

ら
大
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

 

津
の
里
地
域
役
員

　

合
同
研
修
会
を
開

催
　

７
月　

日
（
月
）、
津
の
里

１３

（
牛
津
町
）地
域
役
員
合
同
研
修

会
が
牛
津
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
約
１
１
０
人
の
出
席

者
を
前
に
、　

年
度
モ
デ
ル
子

２０

ど
も
ク
ラ
ブ
の
内
砥
川
と
下
砥

川
子
ど
も
ク
ラ
ブ
よ
り
、
活
動

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
教
育
庁
の
船
木
幸

博
氏
の
講
演
で
は
、「
地
域
の

教
育
力
の
再
生
・
活
性
化
は
ま

ず
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
必
要
。

子
ど
も
を
視
点
に
地
域
を
活
性

化
す
る
た
め
に
、
自
分
の
役
割

に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
地
域
別
の
懇
談
会

で
は
、「
人
を
集
め
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
？
」
と
の

テ
ー
マ
で
話
し
合
い
を
行
い
、

出
席
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
す
べ
き
役
割
に
つ

い
て
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
報
の　

日
号
の
表
紙
に
出

２０

演
し
て
く
だ
さ
る
ご
家
族
を
大

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象

　

小
城
市
内
在
住
の
３
世
代
以

上
の
ご
家
族
。

（
市
内
在
住
で
あ
れ
ば
別
世
帯

で
も
可
で
す
）

◆
応
募
方
法

　

代
表
者
の
名
前
、
住
所
、
電

話
番
号
、
家
族
の
簡
単
な
紹
介

文
と
人
数
を
明
記
の
上
、
は
が

き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
受
付
け
・
問
合
せ
】

　

〒
８
４
９−

０
３
０
２

　

小
城
市
牛
津
町
柿
樋
瀬

　

１
１
０
０
番
地
１　
　

　

総
務
課　

秘
書
広
報
係

　
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

田
中
・
古
賀

　

☎　

−

８
８
１
８

６３

　

胃　

−

８
８
０
８

６３

　

Ｅ
メ
ー
ル

kouhou@
city.ogi.lg.j

　
       
             p  

　

小
城
市
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
西
岡 
久  
富  
美 
会
長
）

ひ 

ふ 

み

が
７
月　

日
（
水
）、
佐
賀
新
聞

１５

論
説
委
員
長
の 
富  
吉  
賢  
太  
郎 
さ

と
み 
よ
し 
け
ん 

た 

ろ
う

ん
を
講
師
に
迎
え
出
前
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
コ
ラ
ム
か
ら
見

え
て
く
る
男
女
共
同
参
画
」。

佐
賀
新
聞
の
コ
ラ
ム「
有
明
抄
」

を
執
筆
し
て
い
る
富
吉
さ
ん
は
、

詰
め
か
け
た
１
２
０
人
の
聴
衆

を
前
に
、「
男
女
共
同
参
画
と

は
人
権
問
題
と
同
じ
。
人
を
ど

れ
だ
け
思
い
や
れ
る
か
ど
う
か

で
あ
る
」「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

知
る
こ
と
＝
気
付
き
、
そ
こ
か

ら
得
る
も
の
は
大
き
い
。
そ
の

結
果
が
学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
自
身
の
取
材
か
ら
見
え

て
き
た
男
女
の
あ
り
よ
う
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

 
と
も
に
認
め
あ
い
、支
え
合
う
…

　

男
女
共
同
参
画

出
前
講
座
開
催

　

７
月　

日
（
金
）、
小
城
町
の

１０

清
水
の
滝
で
山
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
で　

回
目
を
む
か
え
る

６０

こ
の
山
開
き
は
、
夏
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈
願
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
当
日
は

市
観
光
協
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
８

人
が
、
滝
に
う
た
れ
な
が
ら
、

水
の
事
故
が
な
い
よ
う
に
祈
り

ま
し
た
。

　
清
水
の
滝

　

高
さ
約　

メ
ー
ト
ル
・
幅　

７５

１３

メ
ー
ト
ル
。「
全
国
名
水
百
選
」

の
一
つ
、
清
水
川
の
上
流
に
あ

り
、
清
流
が
さ
ら
さ
ら
と
流
れ

落
ち
る
様
子
は
荘
厳
で
流
麗
。

別
名
、「
珠
簾
（
た
ま
す
だ
れ
）

の
滝
」
と
も
称
さ
れ
ま
す
。

　

周
辺
は
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
で

夏
で
も
ひ
ん
や
り
。供
涼
僑を
求

め
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

清
水
の
滝
で
山
開

　

き　

滝
に
打
た
れ

　

安
全
祈
願

 

３
世
代
家
族
の
方

　

ご
応
募
く
だ
さ
い

 

日
食
見
え
た
！

　

国
内
で　

年
ぶ
り

４６


